
大阪マラソン組織委員会（第５回） 

 

 

日 時 平成２４年２月１６日（木） １７時３０分～ 

  

場 所 国民会館住友生命ビル 12 階大ホール 

 

出席者 （別紙のとおり） 

 

次 第 ○ はじめに 

  ○ 議 事 

１ 大阪マラソン組織委員会設置要綱の一部改正について 

２ 第１回大阪マラソンについて（結果報告） 

３ 第２回大阪マラソンについて 

(1) 大会要項について 

(2) ランナーエントリーについて 

(3) マラソンコースについて 

(4) チャリティ事業について 

(5) ボランティアについて 

４ 今後の主なスケジュールについて 

５ その他 

 ○ おわりに 

 

 

 【配布資料一覧】 
   

■ 大阪マラソン組織委員会設置要綱 《資料１》 

■ 第１回大阪マラソンについて（結果報告） 《資料２》 

■ 第１回大阪マラソン 経済波及効果 《資料３》 

■ 第２回大阪マラソン 大会要項 《資料４》 

■ ランナーエントリーについて 《資料５》 

■ マラソンコースについて 《資料６》 

■ 大阪マラソンチャリティ事業について 《資料７》 

■ ボランティアについて 《資料８》 

■ 今後の主なスケジュールについて 《資料９》 

 



 

大 阪 マ ラ ソ ン 組 織 委 員 会 設 置 要 綱 （案） 

 

（設置） 

第１条 大阪マラソン開催に必要な事業・運営計画の検討・実施など、その具体的な開催業

務を推進していくため、大阪マラソン組織委員会（以下、「委員会」と言う。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を行う。 

（１） 大阪マラソン開催にかかる事業・運営計画の検討・実施及び同マラソンの開催に伴

い実施する関連事業の企画・実施 

（２） その他、前項の目的を達成するために必要な事項 

 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員会に会長、副会長を置き、委員の互選によりこれらを選出する。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は平成２４年３月３１日までとする。 

２ 委員会の委員は会長が委嘱する。 

 

（会長及び副会長の職務） 

第５条 会長は、委員会を代表し、委員会を総理する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する副会長

がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 会議は委員の過半数の出席をもって成立し、出席委員の過半数をもって議決する。 

   なお、可否同数のときは、議長が決する。 

３ 会議に出席できない委員は、書面または代理人をもって表決に加わることができる。 

４ 前項の場合には、第２項の規定の適用については、出席したものとみなす。 

 

（関係者の出席） 

第７条 委員会が必要であると認めた場合は委員以外の関係者の出席を求め、その意見

等を聴取することができる。 

 

（専門部会等の設置） 

第８条 委員会の事務を補助させるため、委員会に専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、会長の命を受け、必要な事項を調査検討し、会長に報告する。 

 

 

 

資料１ 



 

（監事） 

第９条 事業の適正な執行を確保するため、監事２名を置く。 

２ 監事は、事業の執行状況及び会計の監査を行い、その結果を委員会に報告する。 

 

（事務局） 

第１０条 事業の遂行に必要な事務処理を行うため、大阪市住之江区南港北１－１４－１６

大阪府咲洲庁舎３５階に事務局を置く。 

２ 事務局には事務局長その他の職員を置く。 

３ 事務局長は、会長の命を受け、委員会の業務を総括的に処理する。 

４ 事務局長は、会長が任命する。 

 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２２年９月１０日から施行する。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２３年１月２４日から施行する。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２３年２月１４日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２３年５月３０日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２３年６月７日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２３年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２３年１１月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２４年２月１６日から施行する。 

 

 

 



別表（第３条関係）  

役 職 氏  名 所 属 

顧問 松井  一郎 大阪府知事 

顧問 橋下   徹 大阪市長 

顧問 浅田   均 大阪府議会議長 

顧問 大内  啓治 大阪市会議長 

会長 横川   浩 一般財団法人大阪陸上競技協会会長 

副会長 木村  愼作 大阪府副知事 

副会長 田中  清剛 大阪市副市長 

副会長 薬師寺 茂夫 一般財団法人大阪陸上競技協会副会長・専務理事 

委員 太田   宏 読売新聞大阪本社代表取締役社長 

委員 森田  昭信 大阪市地域振興会会長 

委員 光田  政志 大阪府商店街連合会会長 

委員 辰野  邦次 大阪府商店街振興組合連合会理事長 

委員 角   正基 大阪市商店会総連盟理事長 

委員 森   詳介 公益社団法人関西経済連合会会長 

委員 佐藤  茂雄 大阪商工会議所会頭 

委員 大竹  伸一 社団法人関西経済同友会代表幹事 

委員 津田  和明 財団法人大阪観光コンベンション協会会長 

委員 町田  勝彦 財団法人大阪体育協会会長 

委員 向井  通彦 大阪府体育連合会長 

委員 松本  正美 大阪府スポーツ推進委員協議会会長 

委員 新堂  友衛 大阪市体育協会会長 

委員 首藤  俊二 大阪市体育厚生協会会長 

委員 中山  省治 大阪市スポーツ推進委員協議会会長 

 

 



 

役 職 氏  名 所 属 

委員 中村   眞 財団法人大阪市スポーツ・みどり振興協会理事長 

委員 橋爪  静夫 大阪府障がい者スポーツ振興協会会長 

委員 落合  健二 社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会理事長 

委員 伯井  俊明 社団法人大阪府医師会会長 

委員 上総  周平 国土交通省近畿地方整備局長 

委員 石津   緒 国土交通省近畿運輸局長 

委員 大橋  光博 阪神高速道路株式会社代表取締役会長兼社長 

委員 福田  昌弘 大阪府府民文化部長 

委員 新井   純 大阪府府民文化部都市魅力創造局長 

委員 北川 憲一郎 大阪府教育委員会事務局教育振興室副理事兼保健体育課長 

委員 野々村 節子 大阪市ゆとりとみどり振興局長 

 委員  宮﨑   靖 大阪市ゆとりとみどり振興局スポーツ部長 

委員 足立   尚 一般財団法人大阪陸上競技協会副専務理事 

委員 北田  耕之 一般財団法人大阪陸上競技協会副専務理事 

委員 竹内   章 一般財団法人大阪陸上競技協会副専務理事 

監事 西田  賢治 大阪商工会議所常務理事・事務局長 

 監事 樋元  四郎 一般財団法人大阪陸上競技協会理事・事務局長 

 



「第１回大阪マラソン」について 
 
 

１ 大 会 名   「第 1 回大阪マラソン ～OSAKA MARATHON 2011～」 

 

２ 開 催 日   平成 23 年 10 月３０日（日） 

 

３ 主  催   大阪府・大阪市・一般財団法人大阪陸上競技協会 

 

４ 共  催   読売新聞社 

 

５ 主  管   一般財団法人大阪陸上競技協会 

 

 ６ 運営協力   大阪身体障害者陸上競技協会 

 

７ 後  援   大阪市地域振興会、大阪府商店街連合会、大阪府商店街振興組合

連合会、大阪市商店会総連盟、（公社）関西経済連合会、大阪商

工会議所、（社）関西経済同友会、（財）大阪観光コンベンション

協会（財）大阪体育協会、大阪府体育連合、大阪府スポーツ推進

委員協議会、大阪市体育協会、大阪市体育厚生協会、大阪市スポ

ーツ推進委員協議会、（財）大阪市スポーツ・みどり振興協会、

大阪府障がい者スポーツ振興協会、（社福）大阪市障害者福祉・

スポーツ協会、（社）大阪府医師会、（社）大阪府病院協会、(社)

大阪府看護協会、国土交通省近畿地方整備局、国土交通省近畿運

輸局、阪神高速道路株式会社、（社福）読売光と愛の事業団、大

阪府教育委員会、大阪市教育委員会、毎日放送、読売テレビ、報

知新聞社 ＜順不同＞ 

※特別協賛 株式会社ケイ・オプティコム 

※協  賛 ミズノ株式会社、大塚製薬株式会社、株式会社ダスキン、大和ハ

ウス工業株式会社、久光製薬株式会社、株式会社アーク・クエス

ト、アサヒビール株式会社、関西大学、セイコースポーツライフ

株式会社、近畿日本ツーリスト株式会社、株式会社フォトクリエ

イト、日本通運株式会社、大阪市信用金庫、日本興亜損害保険株

式会社、株式会社ローソン、株式会社ドール ＜順不同＞ 

   

８ 種  目   マラソン 

併設レース：車いすマラソン（フル） 

チャレンジラン ［８.８㎞］ 

29団体 

16企業 



 
 

 

９ 参加者等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

     《参考：出走者ベース》 

（１） 被災地域からの参加は５５５人 

（２） 国内都道府県別（国内参加：28,310 人） 

① 大阪府（10,819 人[38.2%]） ②東京都（ 2,877 人[10.6%]） 

③ 兵庫県（ 2,664 人[ 9.4%]） 

（３） 国外居住地別（国外参加：853 人） 

① 中国（354 人） ② 台湾（194 人） ③ アメリカ（77 人） 

    （４） 最高年齢（フルマラソン） 

       男性：８８歳，女性：76 歳 

 

 10 参加ボランテイア  ８，８７２人 

             （コース管理：8,329 人，マラソン EXPO：543 人） 

 

11 制限時間   7 時間 

 

12 コ ー ス   スタート  ：大阪城公園前 

   フィニッシュ：インテックス大阪 

          主な通過点 ：御堂筋・道頓堀・中之島・大阪市中央公会堂 

京セラドーム大阪・なんば駅・通天閣周辺 

南港周辺など 

          ※公益財団法人日本陸上競技連盟及び 

AIMS（国際マラソン・ロードレース協会） 公認コース 

        

13 総事業費   約１２.3 億円 

 

 

 マラソン 
(42.195 ㎞) 

チャレンジラン 
(8.8 ㎞) 

合 計 

定 員 ２８，０００人 ２，０００人 ３０，０００人 

エントリー 
(H23.2.15～3.15) 

１５４，８２２人 １６，９２２人 １７１，７４４人 

出走者数 
２７，１６１人 

（車いす 27 人含む） 
２，００２人 ２９，１６３人 

完走者数 
２６，１７３人 

（車いす 2４人含む） 
１，９９６人 ２８，１６９人 

完走率 ９６．４％ ９９．７％ ９６．６％ 

資料２ 



 

14 大会収支 

  【収入】 
   

項 目 決算額 備  考 

行政負担 171,300,000 円 大阪府、大阪市 

協賛金（VIK 含む） 670,000,000 円 協賛企業 17 社 

参加料収入 316,539,455 円 
ﾏﾗｿﾝ 10,000 円,ﾁｬﾚﾝｼﾞﾗﾝ 5,000 円 

※ﾁｬﾘﾃｨ募金除く 

EXPO ブース販売収入 76,645,500 円 
大阪ﾏﾗｿﾝ EXPO(10/28～29,ｲﾝﾃｯｸｽ

大阪) 

ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ引換証再発行手数料 32,800 円 ﾗﾝﾅｰ受付(10/28～29,ｲﾝﾃｯｸｽ大阪) 

収 入 計 1,234,517,755 円 
 

 

【支出】 
   

項 目 決算額 備  考 

広報・イベント費 282,561,936 円 
大会 PR ﾊﾟﾝﾌ製作費、大会ｳｪﾌﾞ製作運営

費、ﾗﾝﾅｰ応援ｲﾍﾞﾝﾄ運営費、ﾏﾗｿﾝ EXPO
運営費、ﾁｬﾘﾃｨ事業運営費 など 

安全対策費 276,072,128 円 
警備費、交通規制幕・看板・ﾎﾟｽﾀｰ・ﾁﾗ
ｼ製作費、沿道調整費 など 

大会運営費 562,283,076 円 
会場設営費、コース運営費（仮設ﾄｲﾚ・

ﾃﾝﾄ・給食・ﾄﾞﾘﾝｸ等）、医事・救護費、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ費 など 

エントリー・記録関係費 93,438,985 円 
申込処理費、参加案内費作成費、当日記

録計測費 など 

事務局経費 19,059,678 円 
組織委員会運営費、事務局人件費、職員
出張費、通信運搬費、事務費 など 

支 出 計 1,233,415,803 円 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15 その他    ①給水 

          （給水所：１５カ所，ｱﾐﾉﾊﾞﾘｭｰ：４０万杯分，水：５３万杯分） 

         ②給食 

          （給食所：４カ所，バナナ６万本，キャラメル１０万粒， 

塩飴：１万５千個，フルーツ大豆バー：３万本） 

           ※32.5 ㎞地点では大阪市商店会総連盟が大阪マラソン公式給食エ

イドを運営（巻きずし、三笠まんじゅう、コロッケなどを提供） 

          ③仮設トイレ 

           （スタート地点：４００基，コース沿道等：３００基） 

          ④大阪マラソン沿道応援イベント『ランナー盛上げ隊！』 

           （コース沿道２１カ所，出演団体：１１３組， 

            楽器演奏・太鼓演奏・合唱・ダンス・チアリーディングなど） 

⑤沿道人数       １，００８，５００人 

         ⑥苦情件数              ７０件 

         ⑦問い合わせ件数          ４９０件 

         ⑧医事・救護 

          （救護所利用件数：1，127 件、ＡＥＤ使用件数：０件、 

救急搬送件数：３１件） 

                      ※救護スタッフ８４９人（内訳：医師 89 人，看護師 83 人， 

            移動 AED 隊 32 人，メディカルランナー77 人 など） 

         ⑨テレビ中継（10/30） ※いずれも関西ローカル 

           ・毎日放送（ＭＢＳ）  10:00～11:24  視聴率 13.8% 

           ・読売テレビ（ＹＴＶ） 15:00～16:30  視聴率 13.9% 

 

【大阪マラソン EXPO2011】 
  １ 日  程  平成２３年１０月２８日（金）～３０日（土） 

  ２ 時  間  １１：００～２０：００ 

（ただし３０日は１０：００～１７：００） 

  ３ 場  所  インテックス大阪１・２・３号館 

  ４ ブース数  ９６ブース 

  ５ 入場者数  １０５，９００人 

 

【チャリティ募金】 
区  分 金  額 

ランナー参加料に含まれるもの（個人＠500 円） １５，２５３，０００円 

EXPO 会場における募金受付 ８６１，２３５円 

募金箱（企業）及び貯金箱（個人）の回収分 ２，８２９，４２６円 

大阪マラソンシンポジウムでの募金受付 ４８，１４９円 

Just Giving Japan での募金受付 ２１７，５００円 

合  計 １９，２０９，３１０円 



 
 
《第１回大阪マラソン 競技結果》 
 

１．車いすの部（男子） 

 氏 名 所 属 記 録 

１位 廣
ヒロ

道
ミチ

  純
ジュン

 大分 1 時間 33 分 43 秒 

２位 北川
キタガワ

 秀夫
ヒ デ オ

 兵庫 1 時間 36 分 17 秒 

３位 高原
タカハラ

 圭司
ケ イ ジ

 岡山 1 時間 36 分 17 秒 
 

２．車いすの部（女子） 

 氏 名 所 属 記 録 

１位 正中
ショウナカ

 かおり
カ オ リ

 兵庫 2 時間 17 分 20 秒 

 ※参加ランナーは１名のみ 

３．マラソン男子の部 

 氏 名 所 属 記 録 

１位 エリジャ・サング 
ケニア 

ミズノレーシングティーム 
2 時間 12 分 43 秒 

２位 ｱﾚｸｾｲ・A・ｿｺﾛﾌ 
ロシア 

ミズノレーシングティーム 
2 時間 13 分 15 秒 

３位 ｻﾘﾑ・ｷﾑﾀｲ・ｷﾌﾟｻﾝｸﾞ 
ケニア 

ミズノレーシングティーム 
2 時間 14 分 18 秒 

ﾞ 

４．マラソン女子の部 

 氏 名 所 属 記 録 

１位 リディア シモン ルーマニア 2 時間 32 分 48 秒 

２位 嶋原
シマハラ

 清子
キ ヨ コ

 東京 ｾｶﾝﾄﾞｳｨﾝﾄﾞ AC 2 時間 33 分 36 秒 

３位 吉住
ヨシズミ

 友里
ユ リ

 大阪 大阪長居 AC 2 時間 40 分 31 秒 

 

５．シカゴマラソン賞 

 氏 名 記 録 備 考 

大阪在住男性 辻本
ツジモト

 智洋
トモヒロ

 2 時間 32 分 42 秒 第 35 回シカゴマラソン

(2012.10.07)招待 大阪在住女性 杉本
スギモト

 光子
ミ ツ コ

 3 時間 05 分 02 秒 

 



平成 24年 2月 16日 

大阪マラソン組織委員会事務局 

 

「第１回大阪マラソン」経済波及効果 

 

「第１回大阪マラソン」の開催による経済波及効果は１３３億円 

 

 

平成 22 年 9 月、関西大学大学院会計研究科 宮本勝浩教授が、「第１回大阪マラソ

ン」の開催による経済波及効果（予測）は 124 億円と発表されました。 

そして今般、大会終了後に明らかになった各種データに基づき、再検証された結果、 

予測よりも９億円上回る 13３億円であったことが発表されました。 

  本経済波及効果は、海外からの参加を含むランナー、沿道の観客、大会関係者、ボランティア、 

メディア、スポンサー関係者などの消費支出や、大会グッズの売り上げなどを、関西大学独自に 

調査したデータに基づいて算出されたものです。 

 

 

【「第１回大阪マラソン」経済波及効果 概要】 

① 直接効果：108.2億円 

１． 大会参加者による消費支出 

（１） ジョギングやマラソン愛好者の大会観戦者の消費支出       約 9.9億円 

  (例) 76,500人の観戦者（愛好家人口（レジャー白書）の 2,550 万人を参考） 

（２） ランナー関係の観戦者の消費支出                          約 13.5億円 

(例)5.8万人の応援観戦者（ランナー一人あたり家族、友人など平均２人が応援） 

（３） 一般観戦者の消費支出                     約 52.2億円 

       (例)100.8 万人の観戦者 

（４） マラソンランナーの消費支出                   約 6.8億円 

(例)府外からの 18,344人の参加者（うち海外からは 853人） 

（５） メディア関係者の消費支出                    約 0.1億円 

（６） ボランティアの消費支出                    約 0.5億円 

    (例)府内から 7,985人、府外から 887人の参加者 

（７） スポンサー関係者の消費支出                  約 0.1億円 

（８）大会関係者の消費支出                                        約 0.02億円 
（９）大阪マラソン視察関係者の消費支出              約 0.05億円 

   (例)他マラソン大会関係者が 220人来阪（うち海外からは 24人） 

（10）大阪マラソン EXPO2011 来場者数の消費支出            約 4.0億円 
   (例)105,900 人の来場者 

（11）商店街との連携ｲﾍﾞﾝﾄ、事前盛上げｲﾍﾞﾝﾄ等来場者の消費支出    約 9.1億円 

２． 大会グッズ（Tシャツ、記念品等）の売上高             約 0.05 億円 

３． 関係企業独自の支出                                                 約 1.5億円 

４． 大会運営組織による支出                                          約 10.4億円 

② 一次波及効果、二次波及効果：約 24.3 億円 

①+②＝約１３３ 億円 
 

※マラソンが実施される間の交通の不通や渋滞が発生時のマイナスの経済効果は考慮せず 
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■定  員    マラソン：28,000人、チャレンジラン：2,000人 

■参加資格   （1） マラソン 1994年（平成6年）4月1日以前に生まれたもの 

                ①登録    日本陸上競技連盟登録競技者 

                               ②一般  日本陸上競技連盟未登録者等 

                ※①②共に、本大会が推薦する国内・国外の競技者を含み、6時間30分以内に 

                 完走できる男女 

                                ③車いす レース仕様車（日本身体障害者陸上競技連盟競技規則による）で                    

                 2時間20分以内に完走できる男女計50人 

               ※障がいのない方の参加は不可 

    （2）チャレンジラン 1997年（平成9年）4月1日以前に生まれたもの 

                1時間20分以内に完走できる男女(本大会が推薦する国内・国外の競技者を含む) 

               ※車いすでの参加は不可 

■参加料（個人）      マラソン：国内 10,000円 国外 12,000円 

    チャレンジラン：国内 5,000円 国外 6,000円 

             ※チャリティ募金については、参加料とは別に1口500円を2口以上 

■参加申込（個人）  （1）方法  インターネット・携帯サイトまたは専用振替用紙 

                   （2）期間  

                                ①インターネット・携帯サイト 2012年（平成24年）4月5日（木）から5月7日（月）まで。 

                                ②専用振替用紙 2012年（平成24年）4月5日（木）から4月18日（水）まで（当日消印有効） 

    （3）参加者の決定  定員を超えた場合は抽選を行う。 

    （4）入金  当選者は指定期日までに指定口座に入金のこと。 

■参加料（ペア）     マラソン：１ペア（2名） 28,000円 

              ※チャリティ募金については、参加料とは別に参加者1名につき1口500円を2口以上 

■参加申込(ペア)  (1）方法  インターネットのみ（専用振替用紙・携帯サイトによる申し込みは不可） 

              （2）期間  2012年（平成24年）4月5日（木）から5月7日（月）まで。 

    （3）参加者の決定  定員を超えた場合は抽選を行う。 

    （4）入金  当選者は指定期日までに指定口座に入金のこと。 

■参加料（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）   マラソン：１グループ（7名まで）98,000円 

              ※チャリティ募金については、参加料とは別に参加者1名につき1口500円を2口以上 

■参加申込(ｸﾞﾙｰﾌﾟ )(1）方法  インターネットのみ（専用振替用紙・携帯サイトによる申し込みは不可） 

              （2）期間  2012年（平成24年）4月5日（木）から5月7日（月）まで。 

    （3）参加者の決定  定員を超えた場合は抽選を行う。 

    （4）入金  当選者は指定期日までに指定口座に入金のこと。 

■参加者受付    2012年（平成24年）11月23日（金・祝）・24日（土） 

                            大阪マラソンＥＸＰＯ2012会場（インテックス大阪）にて行う。 

                            ※大会当日には、受付を行わない。 

■その他   （1）チャリティを実施する。 

                            （2）主催者の責によらない事由で大会が中止の場合、参加料の返金等は一切行わない。 

                            （3）本大会は、国内の関連するすべての法令を遵守し実施されるものとする。 

                            （4）募集要項、参加申込書は、3月上旬より配布する。 

第２回大阪マラソン 大会要項  （案） 資料４ 

■大会名称  第２回大阪マラソン ～OSAKA MARATHON 2012～ 

（英文名称）  Osaka Marathon 2012 

■主  催   大阪府、大阪市、一般財団法人大阪陸上競技協会 

■共  催   読売新聞社 

■主  管  一般財団法人大阪陸上競技協会 

■運営協力      日本身体障害者陸上競技連盟 

■後  援  公益財団法人日本陸上競技連盟 

             日本身体障害者陸上競技連盟、大阪市地域振興会、大阪府商店街連合会、 

             大阪府商店街振興組合連合会、大阪市商店会総連盟、公益社団法人関西経済連合会、 

             大阪商工会議所、社団法人関西経済同友会、財団法人大阪観光コンベンション協会、 

             財団法人大阪体育協会、大阪府体育連合、大阪府スポーツ推進委員協議会、 

             大阪市体育協会、大阪市体育厚生協会、大阪市スポーツ推進委員協議会、 

             財団法人大阪市スポーツ・みどり振興協会、大阪府障がい者スポーツ振興協会、 

             社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会、社団法人大阪府医師会、  

             社団法人大阪府病院協会、社団法人大阪府看護協会、国土交通省近畿地方整備局、 

             国土交通省近畿運輸局、阪神高速道路株式会社、社会福祉法人読売光と愛の事業団、 

             大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、報知新聞社 ＜順不同＞ 

■特別協賛     株式会社ケイ・オプティコム 

■協  賛      ミズノ株式会社、株式会社ダスキン、株式会社アーク・クエスト 他 

■種  目    （1）マラソン 

                         ①登録  ②一般  ③車いす 

             （2）チャレンジラン（8.8km） 

■開催日時   2012年（平成24年）11月25日（日） 

     8：55 車いすスタート 

     9：00 マラソン・チャレンジランスタート 

     10：50 チャレンジラン終了 

     16：00 マラソン終了 

■コース        大阪城公園前をスタートし、インテックス大阪前をフィニッシュとする大阪マラソンコース 

（マラソン）       ＜日本陸上競技連盟公認コース/AIMS公認コース＞ 

■コース                大阪城公園前～大阪市役所前（公認条件に適合せず記録は公認されない） 

(チャレンジラン） 

■競技規則   2012年度日本陸上競技連盟競技規則、日本身体障害者陸上競技連盟競技規則及び 

                            本大会規定による。 

■制限時間    マラソン：７時間、チャレンジラン：１時間５０分 

   ※1 制限時間は、号砲を基準とする。 

               ※2 交通・警備、競技運営上、関門閉鎖時刻を設ける。関門以外においても著しく遅れた 

                                   場合は、競技を中止させる。 

 

 

 



ランナーエントリーについて 

 

１．申込方法 

  ①インターネット・②携帯サイト 又は ③専用振替用紙（ゆうちょ銀行・郵便局窓口） 

  （個人：①②③，ペア：①，グループ：①） 

 

２．申込期間 

  【申込受付開始】 

４月５日（木） ※インターネット・携帯サイトは１０時より 

  【申 込 締 切 】 

   ①インターネット・②携帯サイト：５月７日（月） １７時まで 

   ③専用振替用紙：４月１８日（水） 当日消印有効 

 

３．申込区分・参加料等 ※チャリティ募金は２口と仮定 
 

種 目 申込区分 ①参加料 
②ﾁｬﾘﾃｨ募金 

(2 口の場合) 

合計金額 

（①＋②） 

マラソン 

個人エントリー １０，０００円 １，０００円 １１，０００円 

【新規】 

ペアエントリー 

２８，０００円 

(14,000 円×2 名) 

２，０００円 

(1,000 円×2 名) 
３０，０００円 

グループエントリー 

（７名エントリー） 

９８，０００円 

(14,000 円×7 名) 

７，０００円 

(1,000 円×７名) 
１０５，０００円 

チャレンジラン 個人エントリー ５，０００円 １，０００円 ６，０００円 

  （注１）ペアエントリー及びグループエントリーについては大阪マラソン記念グッズ（人数分）を用意 

（注２）インターネット・携帯サイトによる参加料（専用申込用紙による申込は別途事務手数料等が必要） 

 

４．その他 

  （１）各種目の定員を超えた場合は抽選を行う 

  （２）当選結果は６月中旬頃に発表 

  （３）その他詳細は３月上旬以降に大会公式ＨＰや募集要項で周知予定 
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マラソンコースについて 
   

ス タ ー ト ：大阪城公園前 

   フィニッシュ：インテックス大阪 

   ※日本陸上競技連盟公認コース／AIMS 公認コース 
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大阪マラソンチャリティ事業について 

 

 第 1 回大阪マラソンでは「チャリティマラソン」であることを掲げ、大会ス

ローガンの「みんなでかける虹。」にちなんだ 7 つのテーマと、東日本大震災復

興支援のテーマとの計８つのチャリティテーマを設定し、3 万人のランナーを

はじめ、大会にかかわる多くの方々にチャリティ参加を呼びかけ、チャリティ

参加人数 No.1 をめざして、取り組みました。 

 第 2 回大会では、「チャリティマラソン」であることの定着と更なる発展をめ

ざして、以下のような取り組みを行います。 

 

■第 2 回大会に向けての取組み 

・ 東北の復興状況を鑑み、第 1 回大会と同様に、7 つのチャリティテーマと、

東日本大震災の復興支援を目的としたテーマを継続して実施。 

・ チャリティテーマ色について、色のイメージとテーマの組み合わせをより

良くするために、一部を組み替える。 

第１回  新しい色 テーマ 

赤 ⇒ 緑 森林をよみがえらせ、育てていこう 

オレンジ  オレンジ 障がいのあるアスリートを応援しよう 

黄  黄 病気に苦しむ子どもと家族を励まそう 

緑 ⇒ 赤 がんを撲滅する活動を支援しよう 

水色 ⇒ 紫 景観を守り、美化する活動を広げよう 

紺  紺 子どもたちの心と体づくりを支えよう 

紫 ⇒ 水色 きれいな水を飲める世界を目指そう 

 

・大阪マラソン参加者からの寄付 

 「選択と参画」の幅を拡大する意味から、参加者からの寄付については、一

律同額ではなく、寄付する口数、寄付先を複数選択できるようにする。 

  

第 1 回大会  第 2 回大会 

1 名 ５００円（一律） 1 名 1 口 500 円 2 口以上 

 

・大会関係者の参画と寄付 

第 2 回大会では、ランナー3 万人のほか、大会ボランティアや沿道応援イ

ベント協力者の人たちなど、大会に関わるすべての人にも「チャリティマラ

ソン」である趣旨の理解を広めるとともに、関連イベントの実施など参画機

会をより多く提供できる仕組みを検討する。 
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ボランティアについて 
 

■活動イベント 

イベント名・開催日 活動内容 

大阪マラソン EXPO 2012 

11 月 23 日（金） 

11 月 24 日（土） 

総合案内、 

ランナー受付 など 

第２回大阪マラソン 

11 月 25 日（日） 

コース(沿道)の整理、 

ランナーへの給水・給食、 

ランナーの救護 

スタート・フィニッシュ会場でのランナーサービス 

手荷物預かり・返却 など 

 
 

■募集内容 

区  分 団体ボランティア 個人ボランティア 

定  員 

10,000 名 

※募集定員は、変更となる場合あり 

８,000 名 ２,000 名 

申込単位 １団体につき 10 名以上 １～5 名 

申込受付 
4 月 10 日（火）～5 月 10 日（木） 

※先着順 

６月中旬～  

※定員に達し次第締切り 

 

■支給物品 

ウェア・キャップ  ※報酬・食事・交通費の支給はなし 
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今後の主なスケジュールについて 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 月  5 日（木） ■ランナーエントリー開始（～５/７） 

４月 10 日（火） ■団体ボランティア募集開始（～5/10） 

  

5 月 ■沿道応援イベント参加者募集開始 

 ●大阪マラソン組織委員会（第 6 回） 

  ・Ｈ2４年度事業計画等 

  

6 月 ■個人ボランティア募集開始 

7～11 月 ■商店街との連携イベントの実施 <予定> 

  

8 月 ●大阪マラソン組織委員会（第 7 回） 

  ・第 2 回大阪マラソンの準備状況等 

  

11 月 ●大阪マラソン組織委員会（第 8 回） 

  ・第 2 回大阪マラソン詳細 

  

11 月 23 日（金・祝） 

～24 日（土） 

☆大阪マラソン EXPO2012（インテックス大阪） 

  

11 月 25 日（日） ☆「第２回大阪マラソン 

   ～OSAKA  MARATHON2012 ～」開催 

 ☆大阪マラソン沿道応援イベント開催 
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